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① 事故発生状況調査：全国漁業協同組合連合会が実施した 2008∼15 年度の事故に関する 
「労働災害・海難発生状況調査」で，「事故種別の発生状況」や「事故の経緯・原因」等の
調査項目別に事故事例 3,366件を対象として，漁業における事故の発生傾向を調べた。 
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図 2－2 労働災害・海難発生状況アンケート調査 回答用紙（全漁連，2018） 
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 2-1-2．方法 



































船上作業中の事故 ・はねられ  ・はさまれ       ・まきこまれ 
・転倒        ・激突      ・打つ 
・すべり   ・つまづき       ・踏み外し 
・踏み抜き    ・飛来      ・落下 
・切る    ・刺す           ・ひねる  
・崩壊        ・流され      ・転・墜落 
・火傷    ・火災           ・感電  





















図 2-3．年度別 事故件数の推移(2008～15年度) 
 
２)月別 
 月別事故件数の推移を次の図 2-4 に示した。最も事故が多いのは 10 月(338




















 発生時刻別 事故件数の推移を図 2-5 に示した。事故発生時刻は 10 時の 323
件をピークとしてその後減少，19時に 18件と最低になり，その後低件数で推移
したのち 1 時から増加傾向を示して 10 時に至る。なお，減少途中の 12 時のみ
１時間前の 1/4以下という低件数であった。 
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 ４)性別 




件数を表 2-3 に示した。事故件数は年代が上がるごとに増加し，60 代で 859 件
と最も多くなった後，70･80代で減少に転じていた。また，死亡および障害の程
度は休業 1 ヶ月以上が 926 件と最も多く，休業 8 日以上，死亡，休業 3 ヶ月以
上と続いていた。 
 
表 2-2 年代別 事故遭遇人数 
(2008～15年度) 
年代 事故人数(人) 
10    32 
20   290 
30   393 
40   445 
50   566 
60   859 
70   647 
80   111 
合計 3，343 
表 2-3 死亡・障害程度別 事故件数 
(2008～15年度)  
程度 件数（件） 
死亡  597 
永久全労働不能    9 
永久一部労働不能   32 
休業 3 ヶ月以上  511 
休業 1 ヶ月以上  926 
休業 8 日以上  729 




し，80 代では死亡事故が 47%に達した。 
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図 2-6 各年代別 死亡・障害の程度別割合(2008～15年度) 
 
６)事故種別 
 事故種別の発生件数と割合を表 2-4 に，事故種別の発生割合を図 2-7 に示し
た。船上作業中の事故が最も多く 2,269 件で全体の 2/3 以上を占め，次に落水
の 262 件，衝突の 250 件と続いた。 
 
表 2-4 事故種別 発生件数および全事故件数に占める割合(2008～15年度) 
事故種 件数 割合（％） 
衝突  250    7.4 
乗揚げ   54    1.6 
運航不能   53    1.6 
転覆・浸水  126    3.7 
船上作業中の事故 2269   67.4 
落水  262    7.8 
不明・その他  352   10.5 














死亡 永久全労働不能 永久一部労働不能 休業3か月以上
休業1か月以上 休業8日以上 休業4日以上 不明・その他
10 
(ｎ=3,343) 
111 647 859 566 445 393 290 ｎ＝32 
10 20 30 40 50 60 70 80 
  




まず，各年度における事故種別の発生件数を表 2-5 に示した。 
 
表 2-5 各年度における事故種別 発生件数(2008～15年度) 
事故種＼年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 
衝突  27  41  41  43  26  18  27  28 
乗揚げ   8  10   6   4   3  11   6   7 
運航不能   4   5  14   5   5  11   4   5 
転覆・浸水  20  20  20  13  14  14  13  16 
船上作業中の事故 357 370 279 306 277 242 230 209 
落水  32  36  24  41  32  47  24  21 
不明・その他  54  70  43  30  46  43  27  43 
 
 






































死亡 永久全労働不能 永久一部労働不能 休業3か月以上
休業1か月以上 休業8日以上 休業4日以上 不明・その他
12 
（ｎ=3,014） 
ｎ＝250 54 53 126 2,269 262 





















































入出港関係 荷役関係 運搬・運転関係 整備管理関係
調理関係作業 漁撈関係作業 漁具漁網取扱い 漁獲物取扱い

































 漁業種別では，底曳網が 534件で最も多く，次に定置網の 456件，刺網の 429
件と続いた。最も事故が少ないのはワカメ養殖で 5 件，漁業では敷網が最も少
























死亡 永久全労働不能 永久一部労働不能 休業3か月以上




















 漁業種別に各事故種が占める割合を図 2-13に示した。 
 
 












































 操業人数別 事故発生件数を図 2-14に示した。操業人数別の事故発生件数は，
1人操業が 991件と最も多く，基本的に操業人数が増えるごとに減少した。 
 
図 2-14．操業人数別 事故件数(2008～15年度) 
 
 また，各操業人数における死傷および障害の程度の内訳を図 2-15 に示した。 
 
 


























死亡 永久全労働不能 永久一部労働不能 休業3か月以上















































































 死傷者 3400 人のうち男性が 3200 人以上を占めたが、これは漁業労働者の男

































 2008年度の漁業種別の事故発生件数の結果と 2008 年に報告された漁業種別
経営体数(2008年漁業センサス：https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/fc/ 
2008/index.html，農林水産省，2020年 3月 6日）を表 2-6で比較した。 
 
表 2-6 漁業種別 事故件数および経営体数（2008年度） 
 底曳網 船曳網 旋網 敷網 刺網 釣り はえ縄 
事故件数    68  34  17  12      93 37 20  
経営体数 10,959  3,348  599  237  23,545 35,262 5,317  
事故件数/
経営体数 
 0.006   0.010 0.028 0.051  0.004 0.001 0.004 
 










11  64  26  5  9  4  11  27  
7,031  6,698  32,493  2,550  4,021  3,794  2,977  2,950  
 0.002  0.010  0.001  0.002  0.002  0.001  0.004  0.009 
22 












































































 事故経緯調査の流れを図 2-18 に示した。対象事例を(2)事故等種類によって
分類したのち，(10)事故の経過を参考に「事故が起きるに至った経緯」によって
分類し，事故種毎にどのような経緯で事故が起きているかを調べた。 
 なお，本報告書では，前節の調査で「船上作業中の事故」と「落水」の 2 種類
に区分された事故種が「死傷」と 1種類に区分されているため，事故の経緯をも













 衝突の内訳を表 2-7 に示した。 
 
表 2-7 衝突の経緯および原因内訳 
(内訳件数のうち、()で囲われた数字は内訳を更に細かく分類した件数を示す) 
事故の経緯および原因 発生件数 内訳件数 
見張り不十分で他船の接近に気づかず衝突           ・・・・・・・・・・・・・ 614  
 ↪航行中            ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   445 
  ↪漁撈関連作業をしていた    ・・・・・・・・・・・・  (258) 
  ↪船首死角で前方が見えていなかった   ・・・   (30) 
  ↪居眠り運転     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   (16) 
  ↪その他      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  (141) 
 ↪漂泊中          ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   169 
  ↪漁撈関連作業をしていた      ・・・・・・・・  (158) 
  ↪その他      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    (11) 
       
他船の接近に気づいてはいたが，何らかの理由で衝突した         ・・・  93  
 ↪航行中，相手に気付いていたが避けられなかった    ・・・     44 
 ↪漂泊中，相手に気付いていたが避けられなかった    ・・・     49 
  ↪相手が避けると思っていた    ・・・・・・・・・    (11) 
  ↪他船が話に来たと思っていた   ・・・・・・・・・      (8) 
  ↪その他       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    (30) 
       
漁具の上を他船が通過した              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  16  
その他・不明                  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  31  




















表 2-8 乗揚げの経緯および原因内訳 
事故の経緯および原因 発生件数 
漂泊・錨泊して操業中に風や波により圧流されて乗揚げ   ・・・・・・・・  6 
     
航行中に見張り不十分で陸に近づきすぎて乗揚げ      ・・・・・・・・  5 
 ↪漁撈関係作業をしていた            ・・・・・・・・・・・・  2 
 ↪その他                          ・・・・・・・・・・・・・  3 
     
その他・不明                      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4 
   合計 15 
 
乗揚げの内訳では漂泊･錨泊して操業中に風波に圧流される事故が 6件，航行
中に見張り不十分での事故が 5 件，その他･不明が 4 件であった。その他･不明
28 









表 2-9 沈没･転覆･浸水の経緯および原因 
事故の経緯および原因 発生件数 内訳件数 
波によって沈没・転覆・浸水        ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47  
  ↪波が直接の原因で発生した事故    ・・・・・・・・・・・  34 
  ↪波で荷崩れしたことによる事故     ・・・・・・・・・・・  8 
  ↪波が打ち込んだことによる事故     ・・・・・・・・・・・  3 
  ↪その他           ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2 
            
根掛かりした網を引いていて転覆      ・・・・・・・・・・・・・・・・  7  
クレーンの使用中に沈没・転覆・浸水した   ・・・・・・・・・・・・  5  
船体破損による沈没・浸水      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4  
荷崩れによる事故       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3  
その他・不明         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  33  
   合計  99  
 









件と全 99件の 1／3を占めていた。 
 
５）船上作業中の事故 
 船上作業中の事故の経緯および原因を表 2-10に示した。 
 
表 2-10 船上作業中の事故の経緯および原因内訳 
事故の経緯および原因 事故件数 内訳件数 
漁撈機械への巻き込み・挟み込み       ・・・・・・・・・・・・・・・・・  67  
  ↪縄や網に絡まって巻き込まれた  ・・・・・・・・・・・・・・・   7 
  ↪合羽やフードが巻き込まれた    ・・・・・・・・・・・・・・・   7 
  ↪機械の誤操作による巻き込まれ・挟まれ・・・・・・・・・・・   4 
  ↪その他・不明              ・・・・・・・・・・・・・・  49 
              
船体・設備の破損による死傷         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  24  
  ↪破断などによりロープで撥ねられて死傷 ・・・・・・・・・・  13 
  ↪クレーンの破損・折損による死傷   ・・・・・・・・・・・・・   4 
  ↪その他・不明              ・・・・・・・・・・・・・・・   7 
              
ロープや網に絡まる・締め付けられる         ・・・・・・・・・・・・  13  
漁具や船体に接触             ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  13  
高所からの転落           ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   5  
波による転倒            ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   3  
その他              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  32  















 落水事故の経緯および原因の内訳を表 2-11に示した。 
 
表 2-11 落水の経緯および原因内訳 
事故の経緯および原因 事故件数 
ロープ・網が絡んで共に落水     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 
           
波などによる船体動揺でバランスを崩して落水   ・・・・・・・・ 7 
           
網の上で作業していて網と共に落水      ・・・・・・・・・・・・ 6 
           
ごみ等の投棄作業中に手を放すのが遅れて共に落水  ・・・ 4 
           
不適切，不安定な足場で作業していて落水    ・・・・・・・・・ 3 
           
その他・不明             ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37 









































































































































表 3-1．漁業労働における海難・労災事故予防チェックシート 評価項目 
①  見張り（衝突） 
（例）航行中に選別作業を行っており，他船の接近に気づかず衝突した。 





③  接近してきた他船に対する有効な注意喚起の手段（衝突） 
（例）漂泊して操業中に見張り不十分の他船が接近。有効な注意喚起の 
手段がなく，大声などを出すも相手は気づかず衝突。 




 ⑤  船位確認（乗揚げ） 
（例）操業中，圧流されているものの船位を確認せず操業を続けたため乗揚げ。 
⑥  漁具と推進器の位置確認（運航不能・運航阻害） 
（例）底曳き網の揚網作業中，網を甲板上に揚収し終わらないうちに可変ピッチ 
プロペラを操作したことから，網が推進器に絡んで運航不能。 
⑦  波への対処（沈没・転覆・浸水） 
（例）たこ籠揚収中に左舷正横からまき波を受け転覆。 





⑨  荷崩れ対策（沈没・転覆・浸水） 
（例）波を受けたことで，右舷船首甲板に積んでいた漁獲物が崩れて左舷側 
に傾斜し，海水が流入して転覆。 
⑩  漁撈機械への巻込み・挟込み（船上作業中の事故） 
（例）ほや縄の揚収作業中に異物が引っ掛かったため，確認しようとキャプ 
スタンのドラムに左手を近づけたところ，巻き込まれた。 











⑬  ロープ・索周りの確認（船上作業中の事故） 
（例）定置網の船体固定作業中，うねりで船体が上下動してワイヤロープに 
取っていたロープが移動し，機関長の左手がロープと船縁に挟まれた。 
⑭  作業中の足場・姿勢は適切か（落水） 
（例）籠の投入作業中，ブルワークのメインレールに右足を乗せ，枝縄を跨い 
だ体制で船外に体を乗り出していたため，枝縄に足を取られて落水。 
⑮  船体動揺や波での落水（落水） 
（例）漁具の収納作業中に波による船体動揺でバランスを崩し落水。 




































































 表 3-3 事故発生の可能性の区分 
発生の可能性 内容の基準 
高 ・全漁連「労働災害･海難発生状況アンケート調査」
において，2008～15 年度の発生件数が 500 件以上 
（対象：船上作業中の事故） 
中 ・全漁連「労働災害･海難発生状況アンケート調査」




















表 3-4 リスク見積表 
 事故の重大度 
高 中 低 
発生の可能性 高 Ⅲ Ⅲ Ⅱ 
中 Ⅲ Ⅱ Ⅰ 
低 Ⅱ Ⅰ Ⅰ 
 




























































































 ⑨ 荷崩れ対策 
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